
 

2025年度活動概要    学習者要因研究会 

 

１．研究テーマ 

「JACET 学習者要因研究会」では、外国語教育・学習における様々な「個人差要因」

(individual differences)に焦点を当て、研究活動を行っている。特に、学習者の認知・

感情、モチベーションやアイデンティティ、学習者・教員両者の接点などについて調査・

研究を行い、学習者を多面的に理解し、個別最適な学びの実現につながる授業や学習支援

の提案を目指している。 

 

２．活動内容 

スケジュール調整の都合上、今年度の研究会は 1 回限りの開催（3 月 28 日）となった

が、各発表枠を 60分から 80分に拡大し、質・量ともに充実した議論ができるよう工夫し

た。その結果、下記の両発表はいずれも、40分の発表、20分の質疑応答、20分のディス

カッションから成る三部構成で実施され、参加者相互の学びの深化につながった。 

前半の西入映里氏（横浜国立大学）の発表（「中学校 Soft CLIL実践における内容と言

語の統合がもたらす L2発達の可能性」）では、中学校における Soft CLILの実践を観察

したことにより明らかとなった調査結果が多様なデータとともに報告され、その後のディ

スカッションでは各文脈における内容と言語の統合について意見交換が行われた。また、

後半の鈴木茉里氏（早稲田大学）・神原崚介氏（栃木県立足利高等学校）の発表（“Review 

of WTC Studies in Japanese Context with PRISMA Reporting Guideline”）では、日本

の文脈における WTC (Willingness to Communicate)研究のレビューに基づく時代的変遷

や方法論的特徴などに関する詳細が複数の図表とともに紹介され、その方法論および教育

的示唆について議論が展開した。 

 

３．LD SIG Web ジャーナル 

2025年度に新代表・新副代表に移行したことに伴い、過去に数度発行されていたLD SIG 

Webジャーナル（Journal of Language Learner Development）を 2026年度から再度発行

する予定である。 

 

本研究会として、今後も時代に応じた外国語教育・学習のあり方を探究するとともに、

本研究会のテーマに関する議論の深化を図りつつ、メンバー相互の発達を促す場としての

機能を一層充実させていきたい。 

 


